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小児循環器・心臓血管外科医の労働環境の実態
○岩本 眞理1,2, 松井 彦朗1,3, 圓尾 文子1,4, 栗嶋 クララ1, 岩朝 徹1,5 (1.日本小児循環器学会 働き方改革委員
会, 2.済生会横浜市東部病院 こどもセンター, 3.東京大学医学部 小児科, 4.加古川市民中央病院 心臓血管外
科, 5.国立循環器病研究センター病院 小児循環器科)
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【背景】 2019年の労働基本法改訂により、時間外労働時間の上限が設けられ、医師においては2024年までに整備
することが義務付けられた。医療の質を保ったまま「時間外労働時間の上限の実現」をどのようにするのか、私
たちは「働き方改革」の方策に取り組まなければならない。【目的】小児循環器に関わる医師における働き方改
革の取り組みの現状と問題点を明らかにして学会としての方策構築に役立てることを目的として、アンケート調
査を実施することとした。【方法】日本小児循環器学会会員のうち医師会員を対象に WEBでのアンケート調査を
6月末から7月の1か月を期限として施行した。調査内容は１：プロフィール（性別・年齢・卒後年数・勤務地・勤
務施設・回答者の所属する科と立場、専門医資格の有無。２：労働環境（1か月あたりの当直回数・退勤時
間・1週間の勤務時間・時間外呼び出し回数・1日休みの回数・平均睡眠時間）。３：労働環境にたいする意
見：（医師数が適正か・労働環境への満足度・休みが十分か・小児循環器に携わる診療を将来続けていけると思
うか・続けていけない要因）。４：働き方改革への方策について：（回答者の診療チームの診療体制・今後リ
モート業務の可能性・働き方改革の方策としてチーム制・タスクシフト・施設集約化への意見）である。【成
績】7月末まで調査期間とし、集計後成績をまとめる予定である。【結論】小児循環器に関わる医師における労働
環境の実態をふまえ、医療の質を保ちながら働き方改革への方策をどのようにたてていくか討論していきたい。


